
大
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年

度
の
活
動
経
過
報
告
、
会
計
決

算
報
告
の
承
認
、
平
成
二
十
四

年
度
の
運
動
方
針
、
会
計
予
算

の
決
定
と
本
部
役
員
を
満
場
一

致
で
選
出
し
、
仕
事
確
保
並
び

に
組
織
拡
大
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
を
確
認
し
あ
い
、
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

大
会
は
午
前
九
時
三
〇
分
、

工
藤
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
司
会
者
の
田
上

書
記
長
が
大
会
仮
議
長
を
務
め
、

諸
役
員
の
承
認
を
受
け
、
高
谷

大
会
運
営
・
資
格
審
査
委
員
長

が
大
会
の
成
立
を
宣
言
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
議
長
団
に
市
南

支
部
の
大
宮
武
義
さ
ん
、
佐
世

保
中
央
支
部
の
西
の
勉
さ
ん
を

選
出
し
、
高
谷
大
会
運
営
委
員

長
が
議
事
日
程
を
提
案
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
相
川

執
行
委
員
長
よ
り
「
厳
し
い
と

き
だ
か
ら
こ
そ
、
組
合
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
助
け
あ
う
精
神

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
仕
事
確

保
や
資
金
・
労
働
条
件
の
改
善
、

建
設
国
保
の
育
成
強
化
と
社
会

保
障
制
度
の
拡
充
な
ど
、
若
手

技
能
後
継
者
が
育
つ
環
境
づ
く

り
の
推
進
と
諸
要
求
実
現
を
目

指
す
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
あ
い

さ
つ
を
し
た
後
、
来
賓
の
皆
さ

ん
か
ら
も
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

う
け
ま
し
た
。

次
に
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
披

露
後
、
支
部
年
間
拡
大
達
成
の

中
央
・
大
浦
・
佐
世
保
東
の
三

支
部
の
表
彰
を
お
こ
な
い
、
続

い
て
青
年
技
能
競
技
大
会
で
入

賞
し
た
二
名
を
紹
介
し
、
決
意

を
表
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
全
建
総
連
古
市
書

記
長
よ
り
激
励
と
情
勢
報
告
を

兼
ね
た
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の
経
過
報

告
を
田
上
書
記
長
が
、
会
計
決

算
並
び
に
別
途
会
計
決
算
報
告

を
石
田
書
記
次
長
が
、
会
計
監

査
報
告
を
木
下
監
査
が
行
い
、

質
疑
応
答
を
経
て
、
剰
余
金
処

分
案
を
提
案
、
承
認
を
受
け
ま

し
た
。

次
に
平
成
二
十
四
年
の
運
動

方
針
案
、
会
計
予
算
案
を
北
村

副
委
員
長
が
、
提
案
を
行
い
ま

し
た
。
熱
心
な
質
疑
の
後
、
相

川
委
員
長
が
一
括
し
て
本
部
見

解
を
述
べ
、
承
認
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
前
田
選
挙
管
理
委

員
長
が
、
平
成
二
十
四
年
度
の

役
員
の
氏
名
を
読
み
上
げ
て
発

表
し
、
万
雷
の
拍
手
で
承
認
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

新
旧
役
員
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

退
任
さ
れ
る
石
橋
執
行
委
員
、

岡
崎
執
行
委
員
待
遇
が
そ
れ
ぞ

れ
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、

感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
後
、

全
員
の
拍
手
で
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

次
に
、
新
年
度
の
執
行
部
を

代
表
し
て
相
川
執
行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
を
し
、
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
確
認
後
、
北
村
青
年
部

長
が
力
強
く
大
会
宣
言
を
提
案

し
ま
し
た
。

最
後
に
丸
田
副
委
員
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
、
相
川
執
行
委
員

長
の
力
強
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
、
建
設
長
崎
第
六
十
七
回
定

期
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

思思
いい
出出
深深
いい

雲雲
仙仙
のの
地地
でで
のの

最最
後後
のの
大大
会会
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初初のの１１日日大大会会
建設長崎第６７回定期大会
濃霧に包まれた雲仙の地で、建設長崎

第６７回定期大会が、初の１日の開催で７
月１４日に、雲仙小浜勤労者体育センター
で開催されました。
早朝から県下１５支部の代議員１１６名、

特別代議員４１名、本部役員４５名、書記局
４９名、来賓３３名と、五島から特別代議員
１名が出席、来賓が２５名臨席され、総数
２８５名で開催しました。

県県
にに
リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
助助
成成
のの
創創
設設
をを

仕仕
事事
確確
保保
、、
組組
織織
拡拡
大大
にに
つつ
なな
げげ
よよ
うう
！！

民主党長崎県総支部連合会
代表代行・参議院議員

大久保潔重

古市 良洋

原口 俊一

乙成 治義

有森 徹

佐竹 明彦

坂本 浩

平野 忠司

桝田 憲二

中� 幸夫

友知 辰次

水芦 孝巳

日高 春夫

前田 富雄

金子三智郎

大久保潔重

高木 義明

宮島 大典

毎熊 政夫

西田 英司

吉村 庄二

楠 大典

浜口 俊幸

高見 健

池田 章子

野口 達也

田添 政継

村上 信行

草野 勝義

早稲田矩子

速見 篤

金子憲太郎

全建総連
書記長

全福岡県建設労働組合
執行委員長

佐賀県建設労働組合連合会
執行委員長

佐賀県建設労働組合連合会
副執行委員長

連合長崎
副事務局長

長崎県平和運動センター
事務局長

長崎地区労働組合会議
議長

長崎県労働者福祉協議会
事務局長

九州労働金庫長崎県本部
本部長

全労済長崎県本部
専務執行役員

長建木材供給�
取締役部長

長崎県職業能力開発協会
専務理事

建設長崎
元執行委員長

建設長崎
前執行委員長

民主党長崎県総支部連合会
代表代行・参議院議員

衆議員議員

衆議院議員

山田正彦衆議院議員
秘書

福田衣里子衆議員議員
秘書

社会民主党長崎県連合
代表・長崎県議会議員

長崎県議会議員

長崎県議会議員

長崎県議会議員

長崎市議会議員

長崎市議会議員

諫早市議会議員

大村市議会議員

島原市議会議員

佐世保市議会議員

佐世保市議会議員

南島原市議会議員

出席者敬称略介紹賓来

大
会
出
席
者
数

大
会
代
議
員

一
一
六
名

特
別
代
議
員

四
十
二
名

執

行

部

四
十
五
名

書

記

局

四
十
九
名

来

賓

三
十
三
名

合

計

二
八
五
名

社会民主党長崎県連合
代表・長崎県議会議員

吉村 庄二

連合長崎副事務局長

佐竹 明彦

全建総連書記長

古市 良洋
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第67回定期大会 第67回定期大会 

執行委員長あいさつ 執行委員長あいさつ 
建
設
長
崎
・
第
六
十
七
回
定

期
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
日
は
、
早
朝
か
ら
、
こ
の
雲

仙
の
地
に
、
県
下
十
五
支
部
を

代
表
し
て
、
代
議
員
・
青
年

部
・
主
婦
会
の
皆
様
、
更
に
は
、

公
私
と
も
大
変
ご
多
用
の
中
、

ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
ご
臨
席

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
当
組
合
の
諸
活

動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
事
に
、
改
め
て
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
七
月
に
開
催
し
ま
し
た
、

第
六
十
六
回
定
期
大
会
で
は
、

皆
様
か
ら
お
預

か
り
し
た
、
東

日
本
大
震
災
復

興
義
援
金
を
全

建
総
連
の
林
書

記
次
長
に
託
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
未

だ
に
、
被
災
地

で
は
、
死
亡
・

行
方
不
明
者
は

一
万
八
千
八
百
名
以
上
を
数
え
、

避
難
者
は
三
十
三
万
八
千
名
余

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

が
れ
き
の
山
が
立
ち
は
だ
か

り
、
復
興
の
目
途
が
立
た
な
い

中
、
希
望
を
捨
て
ず
に
、
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
一
年
間
の
活
動

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
組
織
拡

大
に
お
い
て
は
、
各
支
部
で
取

り
組
ん
で
頂
き
、
二
百
三
十
三

名
の
加
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、

仕
事
不
足
で
脱
退
す
る
多
く
の

組
合
員
も
あ
り
、
組
織
の
実
増

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
建
設
国
保
補
助
金
獲

得
の
取
り
組
み
で
は
、
各
支
部

で
、
予
算
要
求
ハ
ガ
キ
行
動
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
頂
き
、
そ

の
結
果
、
建
設
国
保
全
体
で
は

三
千
二
百
二
十
二
億
三
千
万
円

を
確
保
し
、
長
建
国
保
に
お
い

て
も
昨
年
度
の
補
助
水
準
に
見

合
う
『
二
十
三
億
二
千
万
円
』

の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

更
に
、
仕
事
確
保
対
策
で
は
、

推
薦
議
員
団
・
皆
様
の
お
力
添

え
を
頂
き
な
が
ら
、
県
内
の
八

つ
の
市
に
お
い
て
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
の
四
月
か
ら
は
、

大
村
市
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
、

組
合
員
の
仕
事
確
保
に
大
い
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
運
動
方
針
に
は
、

私
た
ち
の
要
求
実
現
の
た
め
に

は
、
組
織
の
強
化
拡
大
を
図
る

取
り
組
み
の
重
要
性
を
訴
え
て

ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
組
合
員
の
仕
事
確

保
対
策
と
建
設
国
保
の
予
算
獲

得
運
動
の
取
り
組
み
を
、
重
点

に
提
案
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
の
政
府
予

算
は
、
一
般
会
計
総
額
九
十
兆

三
千
三
百
三
十
九
億
円
に
な
っ

て
お
り
、
住
宅
着
工
戸
数
は
八

十
八
万
三
千
戸
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
長
崎
県
で
の
公
共
工

事
費
は
、
九
百
十
四
億
四
千
四

百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
小
規
模

改
修
工
事
費
も
十
億
円
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
新
設
住
宅
着

工
戸
数
は
六
千
戸
台
と
な
り
、

一
〇
％
台
の
伸
び
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
来
年
度
に
向
け

て
、
長
崎
県
に
対
す
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を

改
革
二
十
一
県
議
団
の
皆
様
を

中
心
に
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

予
算
計
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

県
下
一
円
で
多
く
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
受
注
が
出
来

る
体
制
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

来
年
度
の
建
設
国
保
の
予
算

に
つ
き
ま
し
て
も
、
組
合
員
・

家
族
の
皆
さ
ん
に
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
の
取
り
組
み
を
お
願
い
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
か

ら
、
国
保
組
合
の
補
助
金
制
度

が
大
き
く
見
直
さ
れ
て
お
り
、

国
保
組
合
全
体
へ
の
指
導
監
査

が
強
化
さ
れ
、
組
合
員
の
資
格

調
査
や
療
養
付
加
金
制
度
の
見

直
し
、
特
定
健
診
や
特
定
保
健

指
導
の
受
診
率
の
向
上
な
ど
、

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
生
命
と
健
康
を
守

る
建
設
国
保
は
、
組
織
の
存
続

に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
ま

す
。私

た
ち
は
、
厳
し
い
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、「
組
合
の
原
点
に

立
ち
返
り
」、「
助
け
合
う
精

神
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
引

き
続
き
、「
仕
事
確
保
」、「
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
」、「
建

設
国
保
の
育
成
強
化
と
社
会
保

障
制
度
の
拡
充
」
な
ど
、
若
年

技
能
後
継
者
が
育
つ
環
境
づ
く

り
の
推
進
と
、
併
せ
て
、
諸
要

求
実
現
に
向
け
た
、
新
た
な
運

動
方
針
を
ご
決
定
頂
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

執
行
委
員
長

相
川

哲
男

【大会議長】

大宮（市南支部） 西野（佐世保中央支部）

高谷大会運営委員長
兼資格審査委員長

前田選挙管理委員長

【大会書記】

松園俊輔（西彼担当） 池田 剛（浦上西担当）

建設長崎第６７回定期大会スローガン
� 年間組織拡大３００名を実現し、組織強化を図
ろう。

� ふれあい行動の実践で組織の内部点検強化を
図ろう。

� 青年部・主婦会の育成と充実を図り、組織拡
大の裾野を広げよう。

� 県下全域に住宅リフォーム助成制度の創設と
拡充で、仕事確保を図ろう。

� 適正な賃金・工事単価確保のため、公契約条
例を制定させよう。

� 魅力ある建設産業を担う、若年技能後継者育
成と技能向上を図ろう。

� 長建国保の安定的な育成強化と組合員家族の
健康増進を図ろう。

	 組合員の福祉向上を図るため、福祉共済制度
の健全運営に努めよう。


 労働安全対策の強化で、労働災害の撲滅と労
災未適用現場をなくそう。

� 全建総連の仲間と連帯し、消費税引き上げ・
大衆増税に反対しよう。

� 平和憲法と民主主義を守り、「核に依存しな
い２１世紀」をめざそう。

 組合新聞「建設長崎」の紙面を充実させ、魅
力ある新聞にしよう。

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

連
合
長
崎

小
石

隆

衆
議
院
議
員

高
木

義
明

衆
議
院
議
員

山
田

正
彦

衆
議
院
議
員

福
田
衣
里
子

衆
議
院
議
員

宮
島

大
典

参
議
院
議
員

大
久
保
潔
重

長
崎
県
議
会
議
員浜

口

俊
幸

長
崎
県
議
会
議
員山

田

博
司

長
崎
市
長

田
上

富
久

諫
早
市
長

宮
本

明
雄

大
村
市
長

松
本

崇

南
島
原
市
長

藤
原

米
幸

雲
仙
市
長

奥
村
愼
太
郎

西
海
市
長

田
中

隆
一

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

松
浦
市
長

友
広

郁
洋

平
戸
市
長

黒
田

成
彦

時
津
町
長

吉
田

義
�

全
建
総
連
北
海
道
建
設
労
働
組
合
連
合
会

松
島

磯
巳

岩
手
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

齋
藤

徳
重

秋
田
建
築
労
働
組
合佐

藤

正
治

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

三
浦

一
男

福
島
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

宮
地

明

茨
城
県
建
築
連
合
会中

野

進

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会

森
田

良
雄

建
設
埼
玉

吉
田

三
男

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

鈴
木

稔

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合

須
木

時
夫

全
建
総
連
東
京
都
連
合
会

佐
脇

政
幸

首
都
圏
建
設
産
業
ユ
ニ
オ
ン

佐
脇

政
幸

神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

内
藤

勝
義

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会

深
澤

俊
雄

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

林

衛

全
建
総
連
岐
阜
建
設
労
働
組
合
県
本
部

嶋
田

繁

全
建
総
連
静
岡
県
建
設
労
働
組
合

伏
見

千
歳

愛
知
県
建
築
組
合
連
合
会

久
野

弘

全
愛
知
建
設
労
働
組
合

山
田

正
巳

三
重
県
建
設
労
働
組
合

杣
川

光
孝

滋
賀
県
建
築
組
合西

野

哲
夫

全
京
都
建
築
労
働
組
合

吉
岡

徹

大
阪
建
設
労
働
組
合関

谷

英
雄

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

貴
田

博
明

奈
良
県
建
築
労
働
組
合

中
嶋

弘

奈
良
県
建
設
業
振
興
会

栗
山

司

和
歌
山
県
建
設
労
働
組
合

波
多
野
和
美

鳥
取
県
建
築
連
合
会渡

辺

行
雄

島
根
県
建
築
組
合
連
合
会

津
森

強

岡
山
県
建
設
労
働
組
合

石
部

明

広
島
県
建
設
労
働
組
合

安
元

弘
道

建
設
山
口

田
村

豪
勇

徳
島
県
建
設
労
働
組
合

西
岡

孝
義

フ
レ
ッ
セ

尾
方

巧

香
川
県
建
設
労
働
組
合

中
西

孝
司

愛
媛
県
建
設
労
働
組
合

�
岡

聖
泰

高
知
県
建
設
労
働
組
合

杉
本

義
忠

福
岡
県
建
設
労
働
組
合

下
川

一
雄

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

乙
成

治
義

熊
本
県
建
築
労
働
組
合

楠
元

繁
芳

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

長
濱

泉

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

吉
行

博
己

九
州
地
方
建
設
労
働
組
合
協
議
会

楠
元

繁
芳

大会諸役員（敬称略）
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退
任
さ
れ
る 

本
部
役
員
の
皆
さ
ん 

お
疲
れ
様
で
し
た 

住住
宅宅
リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
助助
成成
制制
度度
をを
活活
用用
しし

仕仕
事事
確確
保保
をを
図図
りり
、、組組
織織
拡拡
大大
にに
つつ
なな
げげ
よよ
うう
�

私
た
ち
は
、
こ
こ
雲
仙
の
地
に

お
い
て
建
設
長
崎
第
六
十
七
回
定

期
大
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
運

動
方
針
を
決
定
し
た
。

昨
年
九
月
に
発
足
し
た
野
田
政

権
は
、「
社
会
保
障
の
財
源
確
保
」

を
理
由
に
消
費
税
の
引
き
上
げ
を

成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
中

小
零
細
な
私
た
ち
建
設
業
者
に

と
っ
て
は
、
仕
事
量
の
不
足
や
発

注
単
価
が
低
下
し
て
い
る
中
で
の

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
仕
事

不
足
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
こ

と
に
な
る
。
住
宅
着
工
数
は
二
年

連
続
で
増
加
し
た
と
は
い
え
、
全

国
で
約
八
十
万
戸
、
県
内
で
六
千

戸
台
と
低
迷
し
続
け
、
景
気
回
復

の
実
感
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
は
仕

事
確
保
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果

が
期
待
で
き
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
」
の
創
設
と
拡
充
を
、

県
と
県
下
各
自
治
体
へ
要
請
を
強

め
、
地
域
に
根
差
し
た
地
元
工
務

店
の
受
注
機
会
と
就
労
日
数
を
確

保
し
、
適
正
価
格
の
回
復
と
苦
手

技
能
後
継
者
が
育
つ
賃
金
・
労
働

条
件
の
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
私
た
ち
の
生
命
と
健
康

を
守
る
建
設
国
保
は
、
建
設
労
働

者
に
と
っ
て
最
も
適
し
た
健
康
保

険
で
あ
り
、
組
合
の
歴
史
は
国
保

の
育
成
強
化
を
求
め
る
運
動
と
切

り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
た

ち
は
建
設
国
保
の
補
助
金
獲
得
と

医
療
保
険
制
度
の
一
元
化
に
反
対

し
、
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
全
力

で
取
り
組
も
う
。

建
設
長
崎
は
、
建
設
現
場
で
働

く
仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
活
用
し
、
仕
事
確
保
を
図
り
、

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
！
」
を

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
本
大

会
で
決
定
し
た
運
動
方
針
を
全
力

で
推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
四
日

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

第
六
十
七
回
定
期
大
会

経経
過過
報報
告告

�
技
術
対
策
に
つ
い
て

ユ
ン
ボ
や
大
型
の
資
格
を
組

合
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
。
作
業

主
任
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
年
間

の
日
程
を
た
て
て
ほ
し
い
。（
諫

早
中
村
代
議
員
）

�
組
織
拡
大
に
つ
い
て

五
島
だ
け
が
一
名
増
え
て
い

る
が
、
表
彰
は
な
い
の
か
。
五

島
分
会
の
旗
は
な
い
の
か
。（
佐

世
保
中
央
・
財
部
代
議
員
）

決決
算算
報報
告告

�
人
件
費
の
賃
金
規
定
は
あ
る

の
か
。
市
や
県
に
準
じ
た
も
の

か
、
組
合
独
自
の
も
の
か
。
各

支
部
に
置
い
て
い
る
の
か
。

（
諫
早
支
部
・
森
代
議
員
）

�
政
治
対
策
費
の
内
訳
を
説
明

し
て
ほ
し
い
。

（
諫
早
支
部
・
森
代
議
員
）

�
教
育
宣
伝
費
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ

オ
Ｃ
Ｍ
分
担
金
七
十
万
円
は
、

何
年
の
三
月
ま
で
か
。

（
佐
世
保
北
支
部
・
松
尾
代
議
員
）

�
四
人
退
職
と
な
っ
て
い
る
が
、

五
月
末
ま
で
の
退
職
者
か
途
中

退
職
が
い
た
の
か
。
三
人
減
っ

て
い
る
が
、
辞
め
た
の
は
三
人

か
。
新
し
く
入
れ
た
の
か
。

二
年
前
の
退
職
者
が
、
今
に

な
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と

か
。

（
佐
世
保
北
支
部
・
松
尾
代
議
員
）

�
顧
問
料
に
つ
い
て
、
決
算
額

に
対
し
て
予
算
額
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

（
諫
早
・
上
町
代
議
員
）

�
要
望
と
し
て
、
活
動
動
員
費

の
使
用
目
的
を
緩
和
し
て
、
支

部
委
員
会
な
ど
の
会
議
費
に
も

出
せ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
諫
早
・
中
村
代
議
員
）

運運
動動
方方
針針

�
顧
問
弁
護
士
の
活
用
に
つ
い

て
、
今
後
一
人
に
な
っ
て
も
差

し
支
え
な
い
の
か
。

（
諫
早
・
森
代
議
員
）

�
諫
早
の
宇
都
の
交
差
点
に

あ
っ
た
広
告
塔
が
な
く
な
っ
て

い
た
が
ど
う
し
た
の
か
。

（
諫
早
・
森
代
議
員
）

要
望
と
し
て
（
諫
早
・
森
代
議

員
）弁

護
士
の
問
題
は
佐
世
保
地

区
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

二
人
に
し
て
ほ
し
い
。

諫
早
の
看
板
は
、
宇
都
に

た
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
立

て
て
ほ
し
い
。

�
国
保
償
還
払
い
に
つ
い
て
平

成
二
十
六
年
度
以
降
、
自
己
負

担
額
を
一
万
七
千
五
百
円
以
上

に
し
な
い
と
補
助
金
を
交
付
し

な
い
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
今

後
傷
病
手
当
金
の
見
直
し
を
検

討
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
具
体

的
に
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の

か
教
え
て
ほ
し
い
。

（
佐
世
保
中
央
支
部
・
服
部
代
議
員
）

予予
算算
案案

�
前
年
度
か
ら
の
剰
余
金
は
二

千
七
百
万
円
な
の
に
、
繰
越
剰

余
金
は
二
千
三
百
万
の
収
入
と

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

（
中
央
支
部
・
吉
岡
代
議
員
）

�
本
部
の
内
容
が
支
部
の
方
に

な
か
な
か
伝
わ
ら
な
い
。
組
織

拡
大
の
特
効
薬
と
な
る
よ
う
議

論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
業
務
説
明
だ
け
で

な
く
、
も
っ
と
中
身
を
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
。

（
諫
早
支
部
・
新
宮
代
議
員
）

�
支
部
の
統
廃
合
は
考
え
て
い

る
か
。

事
務
所
経
費
は
支
部
の
人
数

や
大
き
さ
で
き
ま
る
の
か
。
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
。

新
聞
や
電
算
処
理
費
の
経
費
も

人
数
が
減
っ
て
い
る
の
に
予
算

の
経
費
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

（
佐
世
保
北
支
部
・
松
尾
代
議
員
）

�
人
件
費
の
基
本
賃
金
は
、
内

訳
が
変
わ
っ
て
い
る
の
に
二
十

三
年
度
と
二
十
四
年
度
が
全
く

同
じ
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

役
員
を
増
や
す
よ
り
、
支
部
の

担
当
書
記
局
を
ふ
や
し
て
は
ど

う
か
。

（
諫
早
支
部
・
森
代
議
員
）

�
上
部
団
体
会
費
と
し
て
県
平

和
セ
ン
タ
ー
に
二
百
七
十
万
円

は
多
い
。
人
数
に
関
係
な
く
定

額
で
納
め
ら
れ
な
い
か
。

（
諫
早
支
部
・
森
代
議
員
）

前
執
行
委
員

△

石
橋

洸
さ
ん

（
西
彼
支
部
）

前
執
行
委
員
待
遇

△

岡
崎
ア
イ
子
さ
ん

（
西
彼
支
部
）

新
役
員
紹
介

執行委員

井手 保（西彼支部）
執行委員待遇（主婦会会長）

馬場ヒロ子（中央支部）
執行委員待遇（主婦会）

渡邉 克子（大村）

言
青年部長

北村 亮樹

宣会大

平
成
二
十
四
年
度

建
設
長
崎

本
部
役
員
名
簿

役

職

名

氏

名

出
身
支
部

職

種

新
再
任
別

執
行
委
員
長

相
川

哲
男

西

彼

専
従

再
任

副
執
行
委
員
長

北
村

政
和

西

彼

専
従

再
任

副
執
行
委
員
長

舩
津

栄
市

市

南

専
従

再
任

副
執
行
委
員
長

前
田

三
男

浦
上
西

大
工

再
任

副
執
行
委
員
長

工
藤

是
正

大

浦

大
工

再
任

副
執
行
委
員
長

丸
田

勉

佐
世
保
東

大
工

再
任

副
執
行
委
員
長

�
谷

義
信

諫

早

大
工

再
任

書

記

長

田
上

一
郎

浦
上
西

専
従

再
任

書
記
次
長

石
田

哲
雄

浦
上
西

専
従

再
任

執
行
委
員

佐
藤

圭
介

浦
上
東

専
従

再
任

執
行
委
員

西
平

博
之

佐
世
保
東

専
従

再
任

執
行
委
員

内
野

幸
雄

中

央

大
工

再
任

執
行
委
員

本
多

常
秋

中

央
型
枠
大
工

再
任

執
行
委
員

田
上

義
高

大

浦

大
工

再
任

執
行
委
員

北
村

五
男

大

浦

左
官

再
任

執
行
委
員

山
本

秀
夫

市

南

大
工

再
任

執
行
委
員

葛
島

俊
幸

市

南

大
工

再
任

執
行
委
員

牧
島

貢

東
長
崎

大
工

再
任

執
行
委
員

里

澄
宏

東
長
崎

大
工

再
任

執
行
委
員

古
川

勝

浦
上
西

左
官

再
任

執
行
委
員

村
岡

広
明

浦
上
西

左
官

再
任

執
行
委
員

佐
藤

昭
彦

浦
上
西

塗
装
工

再
任

執
行
委
員

田
中

秀
則

浦
上
東

左
官

再
任

執
行
委
員

森

政
一

浦
上
東

大
工

再
任

執
行
委
員

松
林

満
男

西

彼

左
官

再
任

執
行
委
員

井
手

保

西

彼

左
官

◎
新
任

執
行
委
員

樋
口

義
雄

諫

早

大
工

再
任

執
行
委
員

田
崎

義
光

諫

早

大
工

再
任

執
行
委
員

伊
藤

一
廣

大

村

大
工

再
任

執
行
委
員

福
田

通

大

村
建
設
事
務

再
任

執
行
委
員

木
之
田

隆

島

原

大
工

再
任

執
行
委
員

山
田

哲
夫

島

原

大
工

再
任

執
行
委
員

塚
本

芳
美

佐
世
保
中
央

大
工

再
任

執
行
委
員

末
吉

重
一

佐
世
保
中
央

大
工

再
任

執
行
委
員

田
中

清
士

佐
世
保
中
央

内
装
工

再
任

執
行
委
員

茅
原
喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

再
任

執
行
委
員

長
島

則
行

佐
世
保
東

大
工

再
任

執
行
委
員

田
中

秀
幸

佐
世
保
東

左
官

再
任

執
行
委
員

小
林

健
治

佐
世
保
北

大
工

再
任

執
行
委
員

福
田

栄
治

佐
世
保
北

大
工

再
任

執
行
委
員

須
藤

輝
久

北

松

大
工

再
任

執
行
委
員

近
藤

力
也

北

松

大
工

再
任

執
行
委
員

寺
田

孝
弘

平

戸

大
工

再
任

執
行
委
員

岡
田

眞

平

戸

大
工

再
任

会
計
監
査

植
田

勝
次

西

彼

瓦
工

再
任

会
計
監
査

木
下

忠
明

諫

早

大
工

再
任

会
計
監
査

柚
元

美
則

佐
世
保
北

大
工

再
任

執
行
委
員
待
遇

北
村

亮
樹

北

松

青
年
部

再
任

執
行
委
員
待
遇

村
上

昌
也

諫

早

青
年
部

再
任

執
行
委
員
待
遇

馬
場
ヒ
ロ
子

中

央

主
婦
会

◎
新
任

執
行
委
員
待
遇

渡
邉

克
子

大

村

主
婦
会

◎
新
任

特
別
執
行
委
員

澤
山

敬
子

東
長
崎

専
従

再
任

特
別
執
行
委
員

若
杉

孝
雄

中

央

専
従

再
任

特
別
執
行
委
員

渕
上

武
司

佐
世
保
中
央

専
従

◎
新
任

第第６６７７回回定定期期大大会会でで出出さされれたた主主なな意意見見
質質問問等等（要旨抜粋）

経過報告・決算報告
運動方針・予算案
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改
め
て
感
じ
た
大
き
さ
と
重
要
性

●
西
彼
支
部

濱
本

勝
之

ひ
ど
い
濃
霧
に
も
か
か
わ
ら

ず
予
定
通
り
九
時
三
十
分
に
開

会
し
、
さ
っ
そ
く
議
題
審
議
に

入
り
議
長
団
の
ス
ム
ー
ズ
な
進

行
と
会
場
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

も
と
予
定
時
間
を
大
幅
に
短
縮

し
て
、
終
了
。
最
後
に
、
相
川

執
行
委
員
長
の
力
強
い
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
締
め
た
。
私
も
こ

の
大
会
に
何
度
か
出
席
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
来
賓
の
方
に

国
会
議
員
、
県
議
、
市
議
各
関

係
団
体
の
方
々
の
ご
出
席
と
各

方
面
か
ら
の
祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
多
さ
に
毎
回
感
心
致
し
て
お

り
ま
す
。
改
め
て
こ
の
大
会
の

規
模
の
大
き
さ
と
重
要
性
を
、

感
じ
て
お
り
ま
す
。

貴
重
な
体
験
、
積
極
的
に
参
加

●
浦
上
西
支
部

林
田

広
信

初
め
て
大
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
な
か
な

か
会
話
が
で
き
な
い
組
合
員
さ

ん
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

建
設
的
な
意
見
・
勉
強
に
な
っ
た

●
平
戸
支
部

大
石

義
孝

建
設
長
崎
第
六
十
七
回
定
期

大
会
が
盛
会
に
終
了
し
た
こ
と

に
対
し
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

私
も
こ
の
大
会
に
参
加
す
る

の
は
五
、
六
回
目
だ
と
思
い
ま

す
。年

々
景
気
低
迷
で
、
組
合
員

減
少
と
と
も
に
苦
し
い
日
々
を

強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
今
日
は
我
々
の
現
場
の
声

を
聞
い
て
も
ら
っ
て
、
建
設
的

な
意
見
が
多
く
出
て
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
年
が
続

き
ま
す
が
、
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

組
織
拡
大
運
動
に
努
め
た
い

●
東
長
崎
支
部

木
村

博
之

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参

加
し
て
、
組
合
員
の
方
々
の
熱

い
意
見
、
質
問
他
積
極
的
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
有
意
義
な
大

会
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
組
合
の
活
動
方
針
が
よ
く

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
組
合
活
動
に
出
来
る
だ

け
出
席
し
て
、
組
織
拡
大
の
運

動
に
も
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

執
行
部
役
員
様
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。

経
費
見
直
し
は
で
き
る
所
か
ら

●
佐
世
保
東
支
部

茅
原

喜
人

今
年
の
大
会
は
、
初
の
一
日

で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
質

疑
な
ど
充
分
に
で
き
る
の
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
終
わ
っ

て
み
る
と
、
質
問
等
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
予
定
の
時
刻

よ
り
二
時
間
程
早
く
終
了
し
ま

し
た
。

組
合
員
が
減
少
し
て
い
く
中

に
あ
っ
て
も
、
組
合
活
動
に
必

要
な
費
用
と
い
う
の
は
縮
小
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
日

で
の
定
期
大
会
開
催
や
懇
親
会

無
し
な
ど
、
経
費
を
抑
え
ら
れ

る
部
分
は
見
直
し
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
今
後
の
組
織
減
少

に
対
応
で
き
な
く
な
る
の
で
は

と
感
じ
ま
し
た
。

青
年
部
で
も
意
見
交
換
を

●
北
松
支
部

池
本

英
樹

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た

が
、
雲
仙
の
道
は
霧
で
厳
し
く
、

そ
れ
よ
り
も
、
も
っ
と
厳
し
い

建
設
業
で
す
が
、
組
合
員
の
活

発
な
質
疑
を
聞
き
、
私
も
分
会

並
び
に
青
年
部
で
、
意
見
交
換

が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
決
定
し
た
運
動

方
針
に
従
い
、
力
不
足
で
す
が
、

私
な
り
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た
い

●
市
南
支
部

山
�

敏
光

今
回
、
初
め
て
定
期
大
会
に

参
加
し
て
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
組
合
費
の
使
わ
れ
方
や

活
動
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
機

会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

拡
大
に
は
懇
親
会
が
不
可
欠

●
諫
早
支
部

後
田

博
幸

組
織
拡
大
と
脱
退
防
止
を
す

る
た
め
に
は
懇
親
会
が
不
可
欠

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

予
算
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
大
会
は
雲
仙
に
て
お
願

い
し
ま
す
。

活
発
な
討
議
で
勉
強
に
な
っ
た

●
島
原
支
部

田
中

努

今
回
で
二
回
目
の
参
加
に
な

り
ま
す
が
、
組
合
員
皆
様
の

様
々
な
意
見
、
要
望
と
そ
れ
に

対
す
る
答
弁
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
組
合
員

皆
様
と
一
緒
に
組
合
活
動
へ
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

拡
大
運
動
の
重
要
さ
を
再
確
認

●
大
村
支
部

岩
永

磐
雄

支
部
や
分
会
の
活
動
に
は
積

極
的
に
加
わ
り
支
部
役
員
も
努

め
て
い
ま
す
が
、
定
期
大
会
の

参
加
は
初
め
て
の
体
験
で
あ
り

ま
す
。
参
加
し
て
初
め
て
知
る

事
も
あ
り
。
代
議
員
皆
さ
ん
の

活
発
な
「
意
見
」
が
あ
り
。
ま

た
、
拡
大
運
動
に
力
を
入
れ
な

く
て
は
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

皆
様
と
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

親
睦
あ
る
二
日
間
の
大
会
開
催
を
望
む

●
中
央
支
部

吉
岡

照
國

八
年
ぶ
り
に
雲
仙
の
定
期
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
よ
り
一
日
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
本
会
議
場
で
、
代
議

員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

私
と
し
て
は
、
や
は
り
以
前
の

様
な
二
日
間
の
開
催
が
、
各
支

部
の
皆
さ
ん
と
親
睦
も
深
め
つ

つ
、
小
さ
く
別
れ
て
行
う
会
議

も
あ
っ
た
方
が
、
多
く
の
方
々

が
意
見
等
も
言
え
て
良
い
の
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。

仲
間
の
絆
を
改
め
て
強
く
感
じ
た

●
大
浦
支
部

松
尾

哲
夫

大
会
に
参
加
し
て
本
当
に
私

た
ち
建
設
労
働
者
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て

い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
熱
心

な
討
論
や
親
睦
を
深
め
る
宴
会

を
目
に
し
て
、
改
め
て
仲
間
の

絆
を
強
く
し
な
い
と
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
仲
間
の

一
人
と
し
て
、
今
後
も
自
分
の

で
き
る
範
囲
で
協
力
・
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
の
仕
事
に
誇
り
と
生
き
甲

斐
を
持
て
る
よ
う
に
仲
間
の
皆

様
、
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

大
会
一
日
開
催
は
ス
ム
ー
ズ
で
良
か
っ
た

●
佐
世
保
北
支
部

多
胡

寿
文

今
年
も
定
期
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
天
気
が
悪
い
う
え

霧
が
深
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

例
年
ま
で
は
二
日
間
の
大
会

で
、
今
年
か
ら
一
日
で
の
議
事

と
な
り
ど
う
な
る
か
と
思
い
な

が
ら
、
参
加
し
て
ま
し
た
が
、

会
議
自
体
ス
ム
ー
ズ
に
行
き
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
と

な
る
東
洋
館
の
懇
親
会
で
は
、

皆
さ
ん
、
お
酒
が
入
り
楽
し
い

時
間
が
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
最
後
の
雲
仙
で
の
定
期

大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
も
暑
そ
う
な
の
で
、

皆
さ
ん
熱
中
症
に
用
心
し
て
仕

事
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

第第６６７７回回

定期大会に参加して！
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実

施

日

時

間

会

場

申
込
締
切
日

平
成
２４
年
９
月
９
日
�

９
時
〜
１３
時

長
崎
県
立
総
合
体
育
館

平
成
２４
年
８
月
２７
日
�

平
成
２４
年
９
月
１６
日
�

９
時
〜
１３
時

佐
世
保
市
民
会
館

平
成
２４
年
９
月
３
日
�

平
成
２４
年
９
月
２２
日
�

９
時
〜
１３
時

佐
々
町
文
化
会
館

平
成
２４
年
９
月
１０
日
�

平
成
２４
年
９
月
２３
日
�

９
時
〜
１３
時

島
原
文
化
会
館

平
成
２４
年
９
月
１０
日
�

平
成
２４
年
１０
月
７
日
�

９
時
〜
１３
時

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

平
成
２４
年
９
月
２４
日
�

木造建築物作業主任者講習開催のお知らせ

会 場
建設長崎大村支部
（大村市玖島１丁目４９－２）
TEL０９５７－５３－８３８５

日 程
平成２４年１０月１１日～１２日（２日間）
午前９時００分～午後５時００分
（受付開始午前８時３０分より）

地 区

諫早地区

仕
事
確
保
を
危
惧

●
佐
世
保
中
央
支
部

竹
村

良
孝

私
は
、
こ
の
大
会
に
何
回
か

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

毎
回
活
発
な
意
見
が
出
て
、
執

行
部
か
ら
の
明
確
な
回
答
が
あ

り
、
大
変
有
意
義
な
大
会
で

あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
質
疑
応
答
も
あ

り
、
こ
れ
か
ら
先
の
仕
事
確
保

が
実
際
に
は
、
難
し
い
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

長
崎
で
も
参
加
し
た
い

●
浦
上
東
支
部

材
木

賢
一

霧
が
凄
く
濃
い
中
の
大
会
で
、

雲
仙
ま
で
、
大
変
で
し
た
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
真
剣
な

討
議
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

雲
仙
の
大
会
は
最
後
と
聞
き

ま
し
た
が
、
今
後
、
長
崎
で
開

催
予
定
と
聞
き
ま
し
た
が
、
長

崎
で
の
大
会
も
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

活
発
な
質
疑
応
答
に
圧
倒
。

色
々
と
学
び
経
験
を
。

●
書
記
局

坂
口

友
廣

今
回
、
初
め
て
定
期
大
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
組
合

員
の
皆
様
と
執
行
部
の
活
発
な

質
疑
応
答
に
圧
倒
さ
れ
る
と
と

も
に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
色
々
と
学
び
、
経
験

し
な
が
ら
一
つ
で
も
多
く
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
な

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
巡
回
健
診
も
全
日
程
の
半
分
を
終
了
し
ま
し
た
。
残
り
五
会
場
、
近
く
に
お

住
ま
い
で
、
ま
だ
特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非
巡
回
健
診
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
受
診
申
込
方
法

受
診
ご
希
望
の
方
は
、
所
定
の
「
巡
回
健
康
診
断
申
込
書
」
に
ご
記
入
の
上
、
各
会
場
の
申
込
期
限

（
左
記
参
照
）ま
で
に
所
属
支
部
、
も
し
く
は
長
建
国
保
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。
お
申
込
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇

九
五
―
八
六
二
―
六
二
四
六
）
及
び
郵
送
（
〒
八
五
二
―
八
〇
二
一
長
崎
市
城
山
町
二
九
―
二
六

長

建
国
保
宛
）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
診
に
必
要
な
も
の

受
診
当
日
に
は
左
記
の
も
の
を
健
診
受
付
窓
口
へ
お
持
ち
下
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）、
保
険
証
、
質
問
票
（
記
入
し
て
お
持
ち

下
さ
い
）

実
費
（
選
択
検
査
項
目
申
込
者
の
み
）、
そ
の
他
検
査
に
必
要
な
も
の
（
検
査
用
容
器
な
ど
）

■
巡
回
健
診
の
検
査
項
目

「
基
本
検
査
項
目
」
の
他
、
希
望
者
は
「
選
択
検
査
項
目
」
も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
基
本
検
査
項
目
》（
受
診
者
全
員：

自
己
負
担
な
し
）

身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
医
師
問
診
、
肝
機
能
検
査
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
脂
質
検
査
、
血
糖

検
査
、
痛
風
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
、
視
力
・
聴
力

《
選
択
検
査
項
目
》（
希
望
者
の
み：
全
額
自
己
負
担
）

前
立
腺
が
ん
検
査
…
二
、
〇
〇
〇
円

胃
が
ん
検
査
（
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
）
…
二
、
五
〇
〇
円

大
腸
が
ん
検
査
…
一
、
三
〇
〇
円

肝
炎
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）
…
三
、
三
〇
〇
円

子
宮
頸
が
ん
検
査
（
自
己
採
取
法
）
…
二
、
五
〇
〇
円

喀
痰
細
胞
診
（
肺
が
ん
三
日
間
蓄
痰
）
…
三
、
五
〇
〇
円

■
平
成
二
十
四
年
度
巡
回
健
診
実
施
予
定
会
場
（
左
記
会
場
の
中
か
ら
お
選
び
下
さ
い
。）

※
詳
し
く
は
五
月
に
お
送
り
し
ま
し
た
受
診
券
に
同
封
し
て
お
り
ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
下
さ

い
。

木木造造建建築築物物作作業業主主任任者者講講習習開開催催ののおお知知ららせせ
現場作業に必要な標記の講習会を次の要領で開催します。是非、受講
されますようお知らせします。尚、１０名以下の場合は、延期する場合も
あります。
開催日及び会場

受講資格
� 木造建築物の構造部材の組立て又はこれに伴う屋根若しくは外壁下
地の取付け作業（次号において「構造部材の組立て等の作業」とい
う。）に３年以上従事した経験を有する者

� 学校教育法による大学、高等専門学校又は高等学校において土木又
は建築に関する学科を専攻して卒業した者で、その後２年以上構造
部材の組立て等の作業に従事した経験を有するもの

� その他労働大臣が定める者
講習科目
イ．木造建築物の構造部材の組立て、屋根下地の取付け等に関する知識
ロ．工事用設備、機械、器具、作業環境等に関する知識
ハ．作業者に対する教育等に関する知識
ニ．関係法令
講習料
建設長崎組合員 ６，０００円、組合員以外 ８，０００円（テキスト代込み）
受付方法
申請書、写真２枚（サイズ２．５�×３．０�）と講習料を１０月９日迄に学院
本部か各支部で受付。締切り後の申込受付はできませんのでご注意下さ
い。
※学院発行の作業主任者手帳取得者は、加筆するので手帳も一緒に提出
のこと。

問い合わせ先 長崎県建設技術専門学院本部
TEL０９５－８６１－９２６１

職場に役立つ
労働統計

ゼ
ロ
成
長
が
続
き
、
若
者
や

女
性
、
高
齢
者
を
働
き
手
と
し

て
十
分
活
用
で
き
な
け
れ
ば
、

二
〇
三
〇
年
の
就
業
者
数
は
一

〇
年
に
比
べ
て
八
四
五
万
人
程

度
減
少
す
る
―
厚
生
労
働
省
が

こ
ん
な
推
計
を
発
表
し
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
の
就
業
者
数
は

六
二
九
八
万
人
（
実
績
値
）
で

す
が
、
二
〇
三
〇
年
に
は
五
四

五
三
万
人
に
ま
で
落
ち
込
む
と

推
計
。
男
女
別
で
は
、
男
性
約

四
九
〇
万
人
、
女
性
約
三
五
〇

万
人
が
減
少
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
雇
用
政
策

を
議
論
す
る
有
識
者
研
究
会
が

ま
と
め
ま
し
た
。

実
質
成
長
率
を
二
％
見
込
み
、
若
者
や
女
性
、
高
齢
者

の
活
用
が
う
ま
く
進
ん
だ
と
き
の
推
計
も
発
表
し
ま
し
た
。

一
〇
年
の
六
二
九
八
万
人
か
ら
二
〇
年
は
約
九
万
人
減
少
、

三
〇
年
は
約
二
一
三
万
人
減
少
と
、
減
少
幅
が
抑
え
ら
れ

る
と
し
て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
、
医
療
や
介
護
な
ど
高
齢

者
の
需
要
を
取
り
込
ん
だ
産
業
育
成
が
急
務
と
し
て
い
ま

す
。

平
成
２４
年
度
巡
回
健
診

実
施
の
お
知
ら
せ

職
場
と
数
字

楽
観
見
通
し
も

毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）８月１５日発行建 設 長 崎第５６６号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５	
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大

村

支

部

浦
上
西
支
部

中
央
支
部
・
日
見
分
会

組合員の皆様

健
保
適
用
除
外
に
よ
る

建
設
国
保
加
入

経
審
で
減
点
に
な
ら
な
い

と き

ところ

竹
松
第
一
分
会
釣
り
大
会

〜
ア
ド
バ
イ
ス
ど
お
り
で
入
れ
食
い
〜

七
月
二
十
二
日
�
毎
年
恒
例

の
釣
り
を
実
施
。
参
加
者
は
五

名
。
朝
五
時
三
十
分
の
出
発
予

定
が
エ
ン
ジ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
で

出
遅
れ
ま
し
た
が
、
天
気
に
恵

ま
れ
気
持
ち
の
良
い
朝
、
二
艘

で
出
港
。
釣
り
場
は
西
海
橋
手

前
で
去
年
同
様
松
尾
班
長
に
ギ

ジ
針
等
を
つ
け
て
頂
き
釣
り
を

始
め
ま
し
た
。
す
る
と
す
ぐ
に

ヒ
ッ
ト
。
皆
さ
ん
も
次
々
と
釣

れ
て
良
い
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

（
途
中
、
お
に
ぎ
り
を
食
べ
、

缶
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
つ
ま
み
を

食
べ
世
間
話
を
し
な
が
ら
和
気

あ
い
あ
い
で
し
た
。）
あ
た
り

が
な
く
何
度
か
移
動
し
な
が
ら
、

ま
た
ま
た
松
尾
班
長
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
が
…
…
�
ま
ず
は
海
底

に
お
も
り
を
下
ろ
し
、
リ
ー
ル

を
二
回
ぐ
ら
い
巻
き
ト
ン
ト
ン

と
撒
き
餌
を
落
と
し
待
て
�
と

の
こ
と
で
し
た
。
言
わ
れ
る
と

お
り
や
っ
て
み
る
と
、
入
れ
食

い
！

面
白
い
ほ
ど
釣
れ
ま
し

た
。
サ
バ
の
あ
た
り
は
釣
っ
て

い
く
う
ち
に
わ
か
っ
た
ん
で
す

が
、�
こ
の
重
さ
は
何
？
�
川

田
副
支
部
長
に
た
も
を
用
意
し

て
も
ら
い
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
二

十
セ
ン
チ
程
の
鯛
が
釣
れ
、
私

も
も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
も
時
間

を
忘
れ
る
く
ら
い
の
楽
し
い
釣

り
と
な
り
ま
し
た
。
千
葉
よ
り

引
っ
越
し
て
来
た
青
年
部
の
三

浦
君
も
親
子
の
参
加
で
�
こ
ん

な
に
楽
し
い
の
に
参
加
者
が
少

な
い
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
�

と
一
言
。（
私
も
納
得

）

釣
れ
た
魚
は
午
後
か
ら
の
分

会
会
議
に
刺
身
と
し
て
だ
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
買
っ
て
き
た
刺

身
よ
り
も
新
鮮
で
お
い
し
か
っ

た
と
の
こ
と
。

（
操
縦
し
て
頂
い
た
別
頭
さ

ん
、
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
）

（
山
口

好
美
）

支
部
住
宅
デ
ー

〜
地
域
に
密
着
も
、
仕
事
の
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
〜

浦
上
西
支
部
は
七
月
二
十
二

日
に
十
八
銀
行
城
山
支
店
駐
車

場
に
て
住
宅
デ
ー
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
組
合
員
十
七
名
、
主

婦
会
五
名
参
加
で
、
予
定
時
間

の
十
時
よ
り
早
く
始
め
、
包
丁

百
七
十
二
本
、
ま
な
板
十
六
枚
、

そ
し
て
は
さ
み
や
鎌
等
十
一
個

と
皆
さ
ん
ケ
ガ
な
く
暑
い
中
頑

張
り
ま
し
た
が
、
肝
心
な
住
宅

相
談
等
は
�
。

す
ぐ
隣
で
は
畳
組
合
の
青
年

部
の
皆
さ
ん
も
畳
の
材
料
で
小

物
置
き
作
り
の
実
演
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
お
互
い
単
な
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
い
る
み

た
い
で
、
や
り
方
を
来
年
は
考

え
な
い
と
、
と
思
い
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
て
い
る
の
は

良
い
事
で
す
が
、
職
人
の
組
合

な
の
で
仕
事
の
ア
ピ
ー
ル
も
大

事
で
す
。

何
よ
り
汗
を
か
い
て
頑
張
っ

て
く
れ
た
皆
さ
ん
。
来
年
も
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

（
村
岡

広
明
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

古
川

勝

前
田

三
男

村
岡

広
明

井
上

義
満

木
下

広
次

山
形

信

山
口

好
行

松
浦

学

道
端

敏
章

小
峰

�
夫

松
崎

拓
海

宮
崎

二
郎

山
下

健
二

前
川

友
一

田
浦

安
彦

山
崎

司

平
出

壽
夫

山
形
ス
マ
子

道
端
ミ
ナ
子

栗
原
由
里
子

松
川
波
留
子

松
浦

京
子

有
川
ヤ
ツ
子

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

田
上
書
記
長

〜
猛
暑
日
で
の
住
宅
デ
ー

継
続
は
力
な
り
〜

七
月
二
十
九
日
�
中
央
支
部

日
見
分
会
で
は
住
宅
デ
ー
を
開

催
。
今
年
は
、
芒
塚
公
民
館
を

お
借
り
し
て
、
分
会
と
支
部
か

ら
の
応
援
合
わ
せ
て
十
八
名
の

参
加
で
包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削

り
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
前
に
チ
ラ
シ
を
作
成
・
配

布
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
客
さ

ん
の
出
足
が
鈍
か
っ
た
の
で
、

宣
伝
カ
ー
で
日
見
地
区
を
呼
び

込
み
街
宣
し
て
回
る
と
、
少
し

ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
朝
か

ら
真
夏
の
太
陽
が
サ
ン
サ
ン
と

照
り
つ
け
る
中
、
磨
ぎ
手
、
削

り
手
の
皆
さ
ん
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

一
人
の
お
客
さ
ん
が
削
ら
れ

た
ま
な
板
を
見
て
、「
綺
麗
に

な
っ
た
あ
！
前
の
と
き
は
包
丁

し
か
持
っ
て
こ
ん
や
っ
た
け
ん
、

今
日
は
忘
れ
ん
ご
と
し
た
と
ば

い
」
と
言
わ
れ
、
楽
し
み
に
し

て
頂
い
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

毎
年
暑
い
中
で
の
奉
仕
活
動

で
す
が
、
建
設

長
崎
を
宣
伝
す

る
た
め
に
も
継

続
し
て
い
く
こ

と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。

（
若
杉
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

西
村

忠
光

樋
口

正
人

石
橋

廣
喜

田
森

勝

林

次
男

宇
土

満

大
町

誠

内
野

幸
雄

山
下

廣
造

川
原

亀
喜

太
田

俊
一

手
水

鐵
吉

樋
口
須
磨
子

石
橋

秋
代

大
町
き
み
子

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

和
田
マ
ツ
ヨ

田
上
書
記
長

�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

は
、
第
三
十
六
回
定
期
総
会
を

七
月
二
十
五
日
に
長
崎
県
農
協

会
館
で
開
催
し
、
五
十
一
名
の

会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
金
子
会
長
が
、
協
会

発
足
か
ら
こ
れ
ま
で
、
幾
度
と

な
い
試
練
を
経
て
、
県
や
市
か

ら
一
定
の
認
知
を
さ
れ
る
に

至
っ
た
沿
革
を
説
明
、
今
後
は

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
を
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
会
員

の
皆
様
と
一
歩
ず
つ
前
進
を
し

て
い
き
た
い
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
長
崎
県
土
木
部
の

加
藤
永
参
事
監
及
び
（
社
）
長

崎
県
建
設
業
協
会
の
谷
村
隆
三

会
長
に
、
来
賓
と
し
て
の
祝
辞

の
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

議
事
に
つ
い
て
は
、
議
案
書

に
基
づ
き
説
明
を
さ
せ
て
頂
き
、

全
て
の
議
事
に
つ
い
て
提
案
ど

お
り
ご
承
認
を
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
が
、
特
に
、
本
部
役

員
改
選
及
び
一
般
社
団
法
人
移

行
に
つ
い
て
は
、
協
会
と
し
て
、

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
本
部
役
員
改
選
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
四
期
八
年

に
亘
っ
て
会
長
を
務
め
て
き
ま

し
た
金
子
三
智
郎
氏
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
相
川
哲
男
建
設
長

崎
執
行
委
員
長
が
そ
の
任
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
建
設
業
界
は
仕
事
不

足
に
悩
ん
で
い
る
非
常
に
厳
し

い
状
況
下
に
あ
る
中
で
、
県
下

全
域
の
地
方
公
共
団
体
で
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
効
果

は
、
大
変
期
待
出
来
る
も
の
が

あ
り
、
そ
の
制
度
創
設
に
向
け

て
新
会
長
の
下
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
移
行

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
定
期
総

会
に
お
い
て
そ
の
準
備
を
進
め

る
よ
う
ご
決
定
を
頂
い
た
所
で

す
が
、
今
回
は
そ
の
延
長
と
し

て
新
た
な
定
款
及
び
新
会
計
基

準
に
つ
い
て
ご
決
定
を
頂
き
ま

し
た
。

以
上
の
と
お
り
、
協
会
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
、

少
し
で
も
前
進
出
来
る
よ
う
に
、

全
力
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
森
）

国
交
省
で
は
建
設
業
の
許
可

業
者
に
、
社
会
保
険
（
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
）

の
加
入
を
徹
底
す
る
よ
う
に
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

指
名
競
争
入
札
願
や
経
営
事
項

審
査
（
経
審
）
で
確
認
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

法
人
事
業
所
な
ど
で
、
健
康

保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
）
の
適
用

を
除
外
（
健
保
適
用
除
外
）
し

て
建
設
国
保
に
加
入
し
て
い
る

場
合
は
、
社
会
保
険
加
入
扱
い

と
な
り
ま
す
。

一
部
の
県
の
担
当
者
及
び
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
が
「
健
保

適
用
除
外
に
よ
る
国
保
組
合
加

入
は
社
会
保
険
加
入
で
は
な

い
」
と
間
違
っ
た
説
明
を
す
る

例
が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
方
に
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
従
業
員
が
五
人
以
上
個
人

事
業
所
及
び
法
人
事
業
所
が
、

健
保
適
用
除
外
を
し
て
国
保
組

合
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
は
、

社
会
保
険
適
用
で
あ
る
こ
と
」

「
健
康
保
険
の
適
用
除
外
の
承

認
を
受
け
た
国
保
組
合
加
入
は
、

経
審
の
減
点
の
対
象
に
は
な
ら

な
い
」
の
で
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
下
さ
い
。

定期総会
について

平成２４年度・組合員家族慰安

建建設設長長崎崎大大運運動動会会
開催のお知らせ主催／長崎県建設産業労働組合

共催／長崎県建設事業国民健康保険組合
�長崎県中小建設業協会

平成２４年１０月２１日�
午前１０時開会

琴海中部運動公園
（長崎市長浦町）
※雨天の場合は中止

回３６第
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